
 

 

 

 

 

 
化成肥料と３種類の被覆肥料の配合で、アスパラガスや白ネギの生育に好適な肥効がじっくりと 

持続します。また、アスパラガス収穫後の株養成用としてもお使いいただけます。 

 

 

 

 

 
 

 

特長 
アスパラガス栽培に、好適な肥効が持続します 
アスパラガスは、芽出しの時期から十分に肥料を効かせ、地上部の生育とともに地下部を太らせる  

ことがポイントです。また、収穫後の施肥により、翌年への養分蓄積のために茎葉伸長を促します。 

春の白ネギ栽培に、好適な肥効が持続します 
白ネギは、４～６月の定植時期から十分に肥料を効かせ、生育中期～後期まで安定した肥効を持続 

させることがポイントです。栽培の期間中、安定した溶出で生育をサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 作物 
施用量（10ａ当り） 

施用方法 
現物量 窒素量 

アスパラガス 

春施肥 
200～240kg 44.0～52.8kg 施用量は左記を参考に、慣行の総窒素量に 

合わせて地力により増減してください。 

元肥として全量を全層混和で施用してください。 

堆肥、石灰、りん酸資材などの土壌改良資材

は従来通り施用してください。 

アスパラガス 

収穫後施肥 
80～100kg 17.6～22.0kg 

白ネギ 100～120kg 22.0～26.4kg 

 

（１袋２０kgあたり） 
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ベストマッチ アスパラ・ネギ用２６６の肥効イメージ 

肥
効 

初期～中期に 

効く 被覆尿素 

初期に効く 

化成肥料 

中期に効く 

被覆尿素 

春施肥： ５月 ６月 ８月 ４月 ７月 ９月 

収穫後施肥： ２カ月 ４カ月 ６カ月 

中期～後期に 

効く 被覆尿素 

アスパラ・ネギ用266 

 

N 
窒 素 （ 化 成 ） 1.0 kg 

窒 素 （ 被 覆 ） 3.4 kg 

P り ん酸 （ 化成 ） 1.2 kg 

K 加 里 （ 化 成 ） 1.2 kg 

Mg 苦 土 （ 化 成 ） 0.3 kg 

 


